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　まず（a）は 、1970年代以 降 、 現存する マ ニ ュ ス ク リプ トの 比較考察 に も とつ い た精緻 な研

究が発表され る よ うに な っ た 。 （b）に つ い て は、ア メ リ カや オース トラ リア の研究者が 、 オラ

ン ダ語文書館史料とス ジ ャ ラ の 徹底的な比 較分析 に よ り 、 従来遅 れ て い た こ の 時代 の歴 史
の 解明 に 多大 な貢献 した 。

ス ジ ャ ラ を活用 した研究の うち、最 も盛 ん なの は （c）で あ る 。 その

特徴 は 、ム ラ ユ 人の 視点 に 立脚 した ム ラ ユ 的観念の 分析研究に 認め られ よ う。

　なお 、近年の 欧米や オ
ー

ス トラ リア の研究 者 とム ラユ 人研究者の 研究の 間に は 、以下 の

よ うな相違点が指摘 で きる 。 す な わ ち、第 1点 は 、ム ラ ユ 人研究者が 、17−19世紀の 歴 史の 解

明に は 熱心で は な い こ とで ある 。 彼 らの 主要 な関心 は 、英語 また は ム ラ ユ 語の 行政文書の

分析 に よ る イギ リ ス 支配期以降 の 歴 史の 分析 に向け られてい る 。 第2点は 、伝統的な政治体

系の 研究に お い て 、欧米や オ ース b ラ リ ア の 研究 者が 、 王権の 絶対性の 観念「ダウ ラ ト」に

注 目するの に対 し、ム ラ ユ 人研究者に は 「君 臣問の 誓約」関係 に
一

定の 評価 を与え る傾向が

見受 け られ る こ とで ある 。

　　　今後の 研究 の 展望

　ス ジ ャ ラ を活用 した研究の 展望 と して 指摘 した い の は 、次の 3点で ある
。 すなわ ち、（DI8

− 19世 紀 の ジ ョ ホ ール ・リア ウ王 国 とリ ア ウ ・リ ンガ王 国 を中心 と した ム ラ ユ 世界の 歴史の

再検討、（2）ム ラ ユ 的 な観念の 再検討、また その 形成 ・
変容過程の 解明、（3）ム ラ ユ 世 界 にお け

る地域性の 解明の 3点で ある 。

　ス ジ ャ ラ の 分析研究は、上 記の よ うな検討課題の 所在 を提起す る もの と して 、 か つ また

欧 文史料の 分析研究 とと もに検討 課題の 解明の 方法の
一

つ と して 、今後 も依然 と して 重要

な意義 を もちつ づ け る研究 で あ る こ とは確か で あろ う。 その 研究成果 は 、よ り広 い 視野 を

提供す る とい う意 味で 、現代 マ レ
ー

シ ア社会の 研究者 に対 して も、必 ずや 多大な貢献 をな

す もの で ある に違 い な い
。

鑞

マ ニ ラ に お ける カ トリ ッ ク 関係収蔵 ス ペ イ ン 期 文書 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅谷　成 子

　ス ペ イ ン植民 地期 の フ ィ リ ピ ン 史研 究 に お い て 、 まず 、 参照 しな けれ ばならな い の が 、マ

ニ ラの フ ィ リ ピン 国立 古文書館（PNA ）収 蔵文 書 で あ る 。PNA 文書は
、 内容的 に ス ペ イン の

（世俗 の ）植民地支配の あ らゆ る部面 、 お よび、ほ ぼ全域 をカ バ ー して い る 。 他方 、 年代的に

は 18世紀末葉以 降 の もの が 大宗 をな して い る 。

　ス ペ イン の 植民地支配 を正 当化す る原 理 と して 、 カ トリ シ ズム が ある
一

植民 地 の 世俗の

支配 は
、 教会に よ る支配 に裏うち されて い た一

。

一
方、カ トリ ッ ク化 した 現地住民 （イ ンデ ィ

ォ）は 、 次第に カ ト リ シ ズム を自身の もの と して 内面 化 した 。 19世紀末葉の民族革命期 に 、
カ トリシ ズ ム が フ ィ リピ ン 「国民 国家」お よびその 「国民」観の 形成 に 果た した役割 は見逃

しえな い 。 そ れ ゆ え 、当該期 の フ ィ リピ ン 史研究で は、教会や 修道会の 記録文 書を参照 し、

PNA 文書 と突 き金わ せ て 、植 民地 支配 の 本質お よ び その 杜 会の 実態 をよ り立 体的 に捉え る

こ とが 望 まれ る 。

　マ ニ ラ に お い て 参照 で きる もの に 、
マ ニ ラ大司教座文 書館 （AAM ＞収蔵 文 書お よ び ドミ

ニ コ 会収蔵文書があ る が 、保存状 態 が比較的良好で 、年代的 に PNA 文書 に比 して 、17 − 18世

紀の もの が充実 して い る。こ れ らを利用 して 、教会や修道会σ）内部機構、その 運営あ る い は

経営の実態、植民 地支配装 置 と して の機能 と肚俗 の 支配 との 関連な どが 明らか に なる と思
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われ る、審 問、洗礼、婚姻、埋葬関係文 1与は 、当時の で主民の 動態 を具体的 に把握す る の に役．IZ

つ 、
， また、II蔘道会文 讒・

に は、植民 地支配が確立 しなか っ た地域 に おけ る布教関1皇の 民族誌的

記録 に も貴重 な もの が あ る ．、

　 AAM 文書 は、1976年以来 、分 類・整理の 近代化お よ び保存 ・修復が進め られ 、ig87年以 来、

イ ン トラ ム ロ ス の マ ニ ラ 大司教座の
一
角で 、研究者に 公 開され 、収蔵文 1射 ：｛録 も出版 され

た．ス ペ イ ン 期初頭か ら現在に 至る教会関係文書約300万を収め て い る 、文潔 よ、大司教座

の 機能に したが っ て 、4 つ の 文書群に 分け られ 、主題に 従 っ て ト
齟
位分類 され て い る 。 入口 統

計関連の 文書は 、モ ル モ ン教会に よ っ て マ イ ク ロ フ ！ ル ム 化され て い る tt

　 ド ミニ コ 会文書 は 、至聖 なる ロ サ リオの 聖 母管区文 書：館 （APSR 〕文 書 とサ ン ト・トマ ス 大

学文書館 （AUST ）文書が ス ベ イ ン期の 歴 史資料 と して 重 要で 、17iせ紀文書 も相当数保存 さ

れ て い るが 、
フ ィ リ ピン だけ で な く、日本、中国、台湾、ト ン キ ン へ の 布教関係文書 も含ん で

い る cAUST 文書は、大学構内の 神父館に収蔵 されて い るが 、APSR 文書は 、近年、ス ペ イ ン 本

国に 移され た 。
マ イ ク ロ フ ィ ル ム もあ り、サ ン ト・トマ ス 大学図書館 に 保管 され て い る 。

　上記PNA 文書や AAM 文書 に は 、ス ペ イ ン 語資料 と同時 に現 地語資料 も多数含 まれ て い

る 。 また 、民 間に保存 され て い る ス ペ イ ン 期の 現 地語資料の 発掘 お よ び その 利用 も進 展 し

て きて い る 。

資料 ・研 究短報

日本国政 府 ア ン コ
ー

ル 遺跡救 済 チー ム の 活動概 要

　　　　　　　　　　　　　　成 田　剛 （早稲 田大学理 工学総合研究セ ン タ
ー
研究員・

　　　　　　　　　　　　　　 日本国政府 ア ン コ ール 遺跡救済チ
ーム 統括補佐）

　 　 　Lは じめ に

　ア ン コ ール遺跡 にお い て は、今iVr紀初頭、フ ラ ン ス がそれ らの 保存修復 に着手 し、近年で

はイ ン ド、ポ
ー

ラ ン ド、イ ン ドネ シ ア とい っ た国 々 や 、ア メ リカ 、ハ ン ガ リ
ー

の 財団 、日本で

は上 智大学な ど も保存修復作業に 参加 して い る 。

　 日本国政 府は、ユ ネス コ 文化遺産保存日本信託基金に よ り ア ン コ
ー

ル 遺跡 の 保存修復活

動 に貢献すべ く、1992年か ら2年間の 予備調査期 間を経て 1994年に 、日本国政府ア ン コ ール

遺跡救済チ
ー

ム／JSA （Japanese　Government　Team 　for　Sat
’
eguarding 　Angkor ）を組織 し（統括

責任 者 ：中川武早稲 田 大学理工 学部教授）、「王 宮前広場 （プラサ ー ト・ス ー一プラ とその テ ラ

ス ）、バ イ ヨ ン （北経蔵〉、 ア ン コ
ール ・ワ ッ ト（外周壁内北経蔵〉の 保存 ・修復、及 び バ イ ヨ ン

寺院の 保存・修復計画の 立案」プ ロ ジ ェ ク トに 着手 した 。 既 に発行済み の 報 告 書・資料を要

約 し、JSA の 活動 概要 を報告 した い
。

　　　2対 象遺構 と目的

D バ イヨ ン北経蔵の 解体再構築お よ びバ イ ヨ ン寺院全体の 保存修復ため の マ ス タープ ラ

ン の 策定

　危機に瀕 した 多くの ア ン コ
ー

ル 遺跡 の 中で も、全体と して最 も危険 な状 態にあ る の が バ

イ ヨ ン で あ り、特に その 北経蔵 は全壊の
一
歩手前で あ っ た 。 こ の 北経蔵の 解体を伴 う調査、

修復．一［事 を通 して 得ら れ る建 築、考占、地盤等の デ
ー

タ を基礎資料 と して 、全体の 総合的調

査研究を行 い
、
バ イ ヨ ン 全体 グ）保存修復 計画 を策定す る 。

2）ア ン コ
ール ・トム 王宮前広場 の ブ ラサ ー ト・ス ープラ
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